







家の経営拡大のなかで、偽文書を作成し由緒を語り、幕府の地誌編纂事業を契機に「浪人」身分を獲得していた。公家の 来用人格補任状や東照大権現信仰、武田信玄祭礼などの事例から、 「浪人」の権威志向性を分析する。また若尾政希は、 「河内屋可正旧記」から、清和源氏の壺井姓獲得の動きなどをあきら にしている
（3）。これらの研究で
は、中世末以来同じ地に居住してきた が その地の権威を利用しながら由緒形成を行う 例といえる。 対して本稿の対象となる上田家は、信濃上田から肥後天草へ移動し、 〇〇年後に家祖調査を行う事例であり、各地を転封する大名・武士の家祖調査と同様の動きとも捉えことが可能である。そ ような点から、農民身分が遠隔地を移動した
場合の事例として、分析視角の多角化に貢献できると考える。　
家祖調査の主体となる上田宜珍（一七五五～一八二九）は、安永七
年（一七七八）高浜村庄屋見習、寛政元年（一七八九）家督相続し上田家七代、庄屋となった。文化二年（一八〇五）天草崩れが発生、異宗信者の調査に中心的に携わり、文化四年大庄屋格、帯刀許可となる。同年疱瘡が発生するが流行拡大を防ぎ 文化五年フェートン号事件に関する「ヲロシア一件」の海岸防備策を実施した。文政元年（一八一八）高浜村庄屋を引退、大江組大庄屋後見役、 政二 から高浜村庄屋後見役、文政四年崎津村庄屋後見役を勤めた。　
すでに家祖意識の一端として、同じ本居大平門人の信濃人三枝良古














































天皇―貞保親王―菊宮―善淵王と続き、六代後の為親に滋氏と蕃隆がおり、蕃隆の系譜に後述する根津惟之がおり、その二二代後に初代正信が位置づけられる。正信は信濃上田郷で出生後 真田昌幸に従い九度山へ行き、一時福島正則を頼るが、真 幸村とともに大坂の陣 参加し、九州へ落ち延び天草高浜へ移住した。一―二熊本藩士上田家と同姓の交流一―二 一宜珍の熊本行　
つぎに宜珍が同姓＝同じ一族と考えていた熊本藩士上田家との交流















































から養子に入り、儀兵衛から明和六年（一七六九）家督相続する。その後、安永三年（一七七四）熊本七代藩主細川治年の近習、櫛御用掛、鷹御用掛 安永八年には取次役となる。天明五年（一七八五）清記（重賢弟紀休）附役、同八 寅次附役となり、文化二年隠居し、文政六年（一八二三）八八歳で死去する。英八は、先々代儀兵衛の三男、又之丞の義弟にあたり、明和五年生、文化二年に家督相続し、番方、文化九年に時習館訓導となり、文政一一 隠居し、嘉永四年（一八五一）八四歳で死去した。上田又之丞家の「親類者縁附」 は、隠居上田又之丞、嫡子上田太郎とあることから 英 （休兵衛祖父 が記したものとされる。同姓には上田弥兵衛・上田十蔵・上田政之進 あ 宜珍が「熊本行日記」で、政之進から聞いた内容と同じである。続いて政之進はこの四家の祖先 ついてつぎのように語っている。　　




は忠右衛門であった。忠右衛門は福島正則の食客として、大坂落城後に細川三齋（忠興）に千石で召し抱えの話があったが、老年のため忰四人が代わって仕えた。弥兵衛家の伝承では、忠右衛門の息子兄弟は元々七 で、四人が細川家、一人が西本願寺、一人 江戸道中筋に居住し、残り一人が行方不明とある。政之進は、この行方不明者が天草に行き宜珍の上田家祖になったのではと推測している。また忠右衛門は、熊本藩士上田主水 とも同姓と伝わり、四家は島原の乱にも参陣したとする。 又之丞家の「先祖附」によると、初代忠左衛門 「三齋様御代於
豊前国被召出、御知行二百石被為拝領、妙解院様御部屋住 節、仲津ニ而御奉公仕候、当国之御国以後、真源院様御代病死仕候」 、二代久兵衛が 「有馬御陣之節御供」 と、 四家の伝承とほぼ同じである
（15）。















受領したとある。そして「先以先年熊本江御滞留被成候節、同姓両上田江御対話ニ成、其旨私へも知来候得共、折節無余儀故障有之御滞留中終ニ熊本迄罷出得不申、不能対話残念之至ニ奉存候」とある。先年（享和二年）の宜珍の熊本行に際して、同姓の上田政之進・又之丞との話に自分も誘われたが 故障があり対話できなかったのが残念である 記す。宜珍の熊本来訪に わせて、熊本藩士上田三家が参会する可能性があったことがわかる。弥兵衛は続け 祖之訳等は被仰付候通、是同姓九右衛門致承知居申候、右ニ付系図ニ差分り候儀御座候ハバ御知せ申候」とある。宜珍が熊本行 際に政之進から聞いたように、上田家祖について調査するため、弥兵衛は同姓九右衛門にも依頼をして承知してい ので、系図などで何かわかれば連絡するとある。　
そして天草来訪の際には、上田家へ立ち寄るようにとの宜珍の申し









宛渋江宇内書状では、前半に熊本藩依頼 「練兵日記」写本 金子送付、後半に「真田三代記」 「藩翰譜」について記されている
（21）。渋江は














料と大井の伝承・史跡に焦点をあて きた 。上田家には、根津家に関する「祢津系図」 「信州祢津城主神平惟之家系図」 「信州小縣郡祢津縁起」 「根津甚平由来記」 「当寺開基信州祢津城主神平惟之家系図」の史料がある
（25）。まず根津家、甚平の事績を記した木版刷の「根津甚
平由来記」の全文を掲げる。　　
 ねつ甚平の由来を尋るに、 清和天王第四の王子定安親王と申奉り、此若宮御心入邪にて、御父帝御ゑい慮叶わす、信州小縣郡へ遠流し給ひ候間、則ねつといふ所住給ふ内御子三人有 海野太郎ねつ二郎望月三郎とて、是真田家の 先祖也、二男二郎の末にねつ甚
京都府立大学学術報告「人文」第六十八号
三一六
平是行かま倉将軍に使て、武勇の誉れ多し、其頃ハ後鳥羽院の御宇に、 信州きゝやうか原に化鳥出て人民をなやめるよし京都へ聞、彼化鳥退治のちよく命、祢津家へ下る、是行畏奉手の者三百余人大鷹数多犬数十疋引連、桔梗 へはつこう有、変化と申ハ大成雉子也、常の とハ替、羽ハ八重にて剣のことくはしとかつてみにたつ、よつて八重羽のきし共又剣のきし共申伝也、然るに大たかあま かけ合士卒ハ時の声を上て犬をかけ立、鉦太子を鳴シせめけれハさしもの悪鳥せん方なく、西をきして逃行けれハ跡 しとふて追 け行、あまたのたか犬も道にて い合死大鷹一元、犬一匹にてミの国日吉村と云所にて化鳥たか犬共にくひ合死、よてひよし村氏神是也、甚平も馬諸共大井村にて落命 時に正治二年かのへ申九月廿四日 ね の妻いたくなけき大井村へ尋来てなきからをほうむり大成五輪を立、かい名長国寺殿こん んせきやうこしとのはいを立、同所舟岡山長光寺観音へ詣て曰、わ 身ハくわいたい也、願ハ男子ゑたひして、ねつ 家をつ せ給へと一心にせいくわんし通様申て、本国に帰り程なく男子ヲ生、根津の家を立、夫より年々ふせみつきを送し所、天正年中武田四郎勝頼の軍みの国はつこうの時、火をかけ大かたやき払也 其後ねつのみつきハたへたり、然共観音ハ今におはしける也 是をねつの観音共、又孕観音共申れいけんあらたにしてくわい いの人常に参詣たへすと也、 甚平のゐは 馬具、 いろ ろの道具 長国寺有之
　「根津甚平由来記」の最初は、清和天皇第四王子定（貞）保親王、
若宮は信州小縣郡の祢津へ遠流になり、その子三人は海野太郎・根津二郎・望月三郎で真田家の御先祖とある。そして根津二郎の子孫に甚平是行がおり、鎌倉将軍に仕えて武勇の誉れが高かった。後鳥羽院の時代、信州桔梗ヶ原に化鳥が出て、人々を悩ませていると京都へ伝わり、化鳥退治の勅命が根津家へ下り、甚平是行は家来三百余人、大鷹数多、犬数十疋を引連れて出発した。化鳥は大きな雉子で羽は剣のようで、八重羽の雉という。甚平は大鷹や犬をけしかけ、家来は時の声をあげ鉦太鼓を鳴らし、化鳥を追い詰めた。そ 過程で多くの大鷹・犬が化鳥と戦い死んだが 残った大鷹と犬が美濃日吉村 化鳥を倒す。　
正治二年（一二〇〇）九月二四日、甚平も馬とともに美濃大井村に










二―二「稲荷山長国寺縁起」と長国寺　「根津甚平由来記」に関して、文化六年五月三日宜珍宛長国寺住職天輪書状がある。内容は、伊勢参りの途中に長国寺へ参詣されると聞いたが、途中より帰国され代わりに御代香を受納し、それを根津是行居士の追善供養とした。また由来記・系図を所望されたので、写して差し上げる、とある。 「根津甚平由来記」 「信州祢津城主神平惟之家系図」はこの時に入手したことが判明する。 さて長国寺住職の書状にある伊勢参りは、日記から宜珍養子の順一
郎であったことがわか 。文化六年三月一〇日、 「順一郎儀、勢州江抜参之由、お小穂（妻佐保）ヘ書置之一報有之候ニ付 軍ヶ浦ヘ兵吉ヘ彦平差添遣候ヘ共、出帆後ニ而空罷帰、其段会所江為御知飛脚差立候也」とあり、五月一七日に順一郎は順幸丸で大坂より帰帆した。抜け参りとあるが、実際は宜珍の指示であったのではないだろうか　
この「稲荷山長国寺縁起」には、禰津の婦人が大井の妊観音に参り
小次郎という男子を授かった。その後 「信濃州禰津城主侍郎甚平惟之」「禰津小次郎惟清」父子が、桔梗ヶ原の白雉を最初鷹や犬で追いかけたが、神鳥・化鳥と分かり追跡を制止した。しかし鷹匠の一人が追い続け大井で死去し、そして鷹と犬は日吉まで追いかけた。雉・鷹・犬は神明の再化 、里人はたた を畏れ神社に祀っ とある。甚平 自分の殺生勇武の心を悔やみ名号を念じ、建暦二年（一二一二）春、大井の妊観音に参る。甚平は長国寺栄慶和尚に後事を託し、仏壇 前で合掌して死去、和尚は甚平の希望通り中山道筋の山上に埋葬し とあ






寺縁起」と比較す と、根津甚平以外の開基、新田氏、行基、西行井口氏の部分はすべて削除されている。 「越先原此観音之所由」 や云々、又など改行部分で的確に削除されており、当時の長国寺住職が宜珍の要望にあわせて縁起本文を取捨選択し 作成したと考えられる。　
この「稲荷山長国寺縁起」写は、先述した同姓の熊本藩士へ宜珍が











































































































る大正一三年（一九二四）六月二五日阿部栄之助の上田萬平宛 「借用証」と同じ内容である（表１） 。文末には、昭和五年（一九三〇）二月一五日返却とあり、阿部栄之助が大正一三～昭和五年 約六年間借用していた。　「上田知事家古文書」とあるように、上田萬平は、上田家一三代当主で、大正一〇年岐阜県知事、大正 三年宮城県知事を歴任し、昭和二年熊本電気株式会社社長となった
（52）。岐阜県知事は大正一三年六月


























































































































































郡祢津縁起」と同じ作者である。清和天皇―貞保親王―菊宮―善淵王と続き、道直が左衛門尉として祢津家の祖、信直が最後であ 。末尾には道直の七代後の信貞が、 「祢津上総介滋野信貞、定津院殿正山英忠大居士」と戒名が記され、続いて信直の戒名と、末裔が「信州松代城主真田伊豆守殿家臣」とあり 信貞・信直の両人のみが強調される。最後に伝として貞保親王が貞観年中（八五九～八七七）に信濃国に下向したことを注記している。この系図は、大井で入手した「当寺開基信州祢津城主神平惟之家系図」と、書写 ・作者・内容がほぼ一致している。それは大井の系図包紙に、 四宮大権現の系図を写したとあることからも明らかである。　
しかしこの系図に大井で伝承される根津甚平是行・惟之は存在しな





























































羽の雉を退治 伝承を持つ家であり、大井に伝わる甚平是行につながる部分がある。上田家ははじめに 述べたよう 真田家家老根津家と接触した可能性があり、②禰津流につながると考えられる。しかし禰津家には存在しない甚平是行を祖としており、甚平是行・八重羽の雉退治・美濃国大井（ 「根津甚平由来記」 ）という別系統の系譜といえるのではなかろうか。　
上田家では、 善淵王の事績は「信州祢津城主神平惟之家系図」から、









では滋野氏を隠しているが、実際の根 では、 を表明しており、宜珍の家祖意識のあらわれといえる。 またすでに分析しているが、文政元年（一八一八）の信濃人三枝良











入手した「根津甚平由来記」 「稲荷山長国寺縁起」の内容、 当時の地誌・紀行文に記載される根津甚平伝承と関連史跡、明治以降の甚平伝承の変遷を追った。大井長国寺を中心に伝わる甚平の八重羽の雉退治のなかに、甚平是行・惟之という、上 家の家祖を発見したといえる。そして甚平は妊観音とともに、 縁起の中心を成し 寺に っても有効な伝承であった。これらの伝承をもとに、美濃大井では 地誌や紀行文に根津 墓を記述し、根津神社、馬塚・犬塚など 周辺史跡が整備されていく。　
そして三では、 美濃と同時に調査した信濃祢津において入手した 「信
州小縣郡祢津縁起」 、 「信州祢津城主神平惟之家系図」の内容、 「滋野系図」などの各種根津関係系図の比較、信濃人三枝良古と宜珍の交流
一九世紀前期肥後国天草郡高浜村庄屋上田宜珍の家祖調査
三二七
をみた。 「信州祢津城主神平惟之家系図」 「滋野系図」などでは甚平是行は存在しないが、 根 神平は保元の乱などで知られる人物であった。ただ「信州小縣郡祢津縁起」には、八重羽の雉退治や大井との関連をうかがわせる記述、鷹という共通点もあり甚平是行を一概に否定できない。近世以来、甚平・神平両説が美濃大井・信濃祢津に併存していた可能性を示唆している。以上の調査後、宜珍 信濃人三枝良古の訪問によって、初代正信墓碑銘、 「天草嶋鏡 序、八幡社碑銘を依頼し、家意識の形成が加速したといえ その後の上田家歴代の墓碑銘をはじめ、宜珍 自作和歌集「嶋之藻屑」にも滋野宜珍とあるなど、様々な場面で 祖「滋野」 登場 ていく。　
最後に、これら宜珍の家祖調査の背景として、以下、四点を指摘し
ておきたい。①学問の関心、国学者でもあった宜珍は、 の歴史書「天草風土考」 「天草嶋鏡」を編纂するなかで家の歴史への関心が高まった。 「天草嶋鏡」は古代から 歴史を展開するが、宜珍が生きた近世につながる中世以前の歴史のなかで 家の記述はなかった。天草五人衆の改易や天草・島原の乱における、中世以来の土豪層 消 ていくなかで、それらに代わる新たな、島外 由緒の形成が必要であと考える。高い行政手腕により大庄屋格や各村の庄屋後見役を依頼される宜珍は、その格に見合う家祖の確定をしたといえる。　
それは一方で②村と家の安定にもつながっていく。美濃・信濃を調







た事情もあった。高浜上田家歴代では めての養子当主 なる順一郎に対して、宜珍は自身が家の歴史をまとめ伝え いく役割を自覚したと思われる。同年の熊本における同姓熊本藩士と 交流も、この養子が契機となった可能性もある。　
このように、宜珍の家祖調査 理由として四点を提示できるが、系
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 東昇 「地域情報の集成と知識の伝播―書籍による人のつながり」 『近世の村と地域情報』吉川弘文館、二〇一六年、二〇六～二四一頁。
⑸























































 系譜には「二惟之」と二代目とある（ 『 宜珍伝』附録三頁）












 上野洋三「紀行『藤波の記』翻刻」 （下） 『日本文藝研究』五九巻三・四号、二〇〇八年、二八～二九頁。

 三―三参照、 「滋野氏系図」 「信州滋野氏三家系図」 「断家譜」 「信州祢津城主神平惟之家系図」の四系図。































































 『日本人名大辞典 講談社、ジャパンナレッジ版、 『二〇世紀日本人名事典』日外アソシエーツ 二〇〇四年。







































 工藤寛正編『江戸時代全 家事典 東京堂出版、二〇〇八年、七三八頁。

 二本松泰子「中近世期における信州禰津氏の放鷹術：諏訪信仰との関わりをめぐって」八八～八九

 『上田宜珍伝』四頁。

 『上田宜珍伝』九頁。

 『上田宜珍伝』 、八二頁。

 二〇一六年九月一七日、荒尾上田家墓地の現地調査による。

 東昇「地域情報の集成と知識の伝播―書籍による人のつながり」二三五～ 三七頁。
一九世紀前期肥後国天草郡高浜村庄屋上田宜珍の家祖調査
三三一
